
 
　

　

　道南地域における今回の選挙の争点は、「大間原発」と

いう情勢を受け、法定ビラにも選挙公報にも一言も書いて

いない与党系候補者が突然、「大間原発断固反対」と言い

出した。12月2日の公示前に作成した時点では、反対する

考えはなかったということだ。

　選挙終盤戦になると選挙事務所の外壁にも大きく「大間

原発断固反対！！」の表示が、自らの事務所前にも真新し

い大型立看板を設置した。

　選挙違反かどうかという問題もあるが、そもそも、平気

でウソをつくことが最も罪が重い！

　この間の政治活動の中で一度も大間原発建設反対の運動

に参加したこともないのに、急に「断固反対！？」って誰

が信じるのか？有権者をバカにする行為だ！
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